
第
49
回
市
文
化
祭

作
品
・
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

第
49
回
市
文
化
祭
を
11
月
３
日
（
水
・
祝
）
～
６
日
（
日
）
に
中

央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
で
参
加
し
て
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
や
自
慢
の
作
品
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
・
申
込
先　

生
涯
学
習
課
文
化
資
源
活
用
室
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■
募
集
項
目

▼
展
示
・
発
表

　

個
人
作
品
は
原
則
１
点
で
募
集
、

団
体
で
の
応
募
は
自
主
性
を
尊
重

し
ま
す
が
、
調
整
は
生
涯
学
習
課

で
行
い
ま
す
。

○
芸
能
発
表

　

個
人
参
加
は
原
則
１
曲
、
団
体

　

参
加
は
構
成
に
よ
り
最
長
25
分

　
（
準
備
・
片
付
け
含
む
）

　

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
時
に
調
整

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
俳
句
・
短
歌

　

当
季
雑
詠

○
書
道
、
絵
画
、
ペ
ン
字

　

作
品
自
由

　

※
絵
画
は
30
号
以
内

○
生
け
花　

作
品
自
由

○
写
真　

キ
ャ
ビ
ネ
版
以
上

　

※
組
写
真
を
含
む

○
手
工
芸
・
陶
芸　

作
品
自
由

○
菊
花
・
花
栽
培　

作
品
自
由

▼
イ
ベ
ン
ト

　

期
間
中
に
行
う
体
験
型
の
実
演

や
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。

○
体
験
教
室

○
来
場
者
体
験
型
の
実
演

○
来
場
者
参
加
型
の
大
会

※
実
施
運
営
の
可
能
な
団
体
限
定

■
申
込
方
法　

　

８
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
、
中

央
公
民
館
１
階
の
生
涯
学
習
課
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
の
参
加
団
体
へ
の
通
知
は

し
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他　
「
市
民
と
協
働
で
創

造
す
る
文
化
祭
」
を
目
指
し
、
出

品
・
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
準
備
と

片
付
け
、
期
間
中
の
展
示
解
説
な

ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　第20回「ポイ捨て “ナイナイ” キャンペーン」を実施します。こ

のキャンペーンは「ポイ捨て防止条例」の制定を機に、平成9年か

ら市環境美化推進協議会が主催で実施している啓発運動です。

　各小学校区の市政協力員、行政連絡協力者、環境美化推進員の皆

さんや、多くの地区住民の皆さんにご協力をいただき、のぼり旗や

横断幕の設置などを行い、ごみのポイ捨て防止を啓発します。

　この機会に家庭内、職場内でごみのポイ捨て防止について、私た

ちができることを考えてみましょう。

問市環境美化推進協議会事務局（環境課リサイクル推進班内）
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第20回
ポイ捨て“ナイナイ”キャンペーン
捨てないで　きれいなこころと　そのごみを　

９月４日（日）～23日（金）

問
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
班　

（
93
）
１
１
１
２

■
展
示
期
間
・
時
間

　

８
月
５
日
（
金
）
～
18
日
（
木
）

　
各
施
設
の
開
館
日
・
開
館
時
間
内

■
場
所

○
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

○
市
立
図
書
館

○
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

■
そ
の
他

　

各
会
場
で
異
な
る
写
真
を
展
示

し
ま
す
。

原
爆
写
真
展

　

市
は
昭
和
59
年
９
月
に
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
的
な
平

和
を
祈
念
し
て
「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

戦
争
の
記
憶
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
今
、
人
の
心
に
悲
し
み
と
苦
し

み
を
与
え
た
戦
争
の
愚
か
さ
、
そ
し
て
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
今

の
生
活
が
ど
ん
な
に
大
切
な
も
の
か
を
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

平
和
映
画
会
・

平
和
学
習
リ
ー
ダ
ー
長
崎
派
遣
報
告
会

■
日
程　

　

８
月
27
日
（
土
）

■
場
所　

　

市
立
図
書
館
２
階
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

■
費
用　

　

無
料

■
申
込
み　

　

不
要
。
時
間
ま
で
に
直
接
Ａ
Ｖ

ホ
ー
ル
前
に
来
て
く
だ
さ
い
。
午

前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
も
で

き
ま
す
。

午
前
の
部

▼
定
員　

80
人

▼
午
前
10
時
～

　

映
画
上
映

　
「
美
し
い
夏
キ
リ
シ
マ
」

　
（
日
本
映
画
、
１
１
８
分
）

　

黒
木
和
雄
監
督
作
品
。

　

１
９
４
５
年
、
夏
の
霧
島
地
方
。

15
歳
の
少
年
、
日
高
康
夫
は
働
い

て
い
た
工
場
で
空
襲
に
見
舞
わ
れ
、

親
友
が
爆
死
す
る
の
を
目
の
当
た

り
に
す
る
―　

平
和
に
関
す
る

本
の
展
示

　

市
立
図
書
館
で
は
、
平
和
映
画

会
、
原
爆
写
真
展
の
開
催
に
あ
わ

せ
、
戦
争
・
非
核
・
平
和
に
関
す

る
本
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
間
　

　

８
月
24
日
（
水
）
ま
で

■
場
所
　

　

市
立
図
書
館
１
階

　

展
示
コ
ー
ナ
ー

問
市
立
図
書
館

　

（
90
）
４
６
４
６

　先の大戦で亡くなった多くの方々を追悼し、

また平和を祈念するため、８月15日（月）

に日本武道館にて、戦没者追悼式が行われます。

平和を願い 黙とうを
今、改めて問う、

かけがいのない１分間です。   

午
後
の
部

　　

夏
休
み
に
親
子
で
平
和
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
定
員　

70
人

▼
午
後
１
時
30
分
～

　

平
和
学
習
リ
ー
ダ
ー

　

長
崎
派
遣
報
告
会

 　

市
内
中
学
生
を
代
表
し
て
被

爆
地
・
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
平
和

学
習
リ
ー
ダ
ー
が
、
平
和
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を

発
表
し
ま
す
。

▼
午
後
２
時
30
分
～

　

映
画
上
映

　
「
つ
る
に
の
っ
て

　

～
と
も
子
の
冒
険
～
」

　
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
27
分
）

　

小
学
６
年
生
の
少
女
・
と
も
子

は
、
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
ま
す
。

そ
こ
で
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
に
圧
倒

さ
れ
、
悲
し
く
重
い
気
持
ち
で
向

か
っ
た
平
和
公
園
で
、
色
と
り
ど

り
の
折
り
鶴
と
少
女
に
目
を
奪
わ

れ
―

同
時
開
催

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

平
和
へ
の
願
い
を
　
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に

平和学習リーダー派遣事業

中学生７人が長崎市へ

▲７月10日に平和学習リーダーとして任命され、
　長崎で学びたいことを一人ずつ発表しました。

●平成28年度平和学習リーダー

　加瀨　海吏（富里中）　

　大原百々花（富里中）

　永田　明里（富里中）

　濱田　直哉（富里中）

　大矢　楽人（富里北中）

　和田　亜璃（富里北中）

　佐々木毬乃（富里北中）
＜敬称略＞

　市では、市内の児童生徒の代表を「平和学習リーダー」として、被爆

地である長崎市に派遣しています。今年は市内中学１年生の７人が平和

学習リーダーに任命されました。

　平和学習リーダーは、平和祈念式典への参列や長崎市が主催する平和

学習に参加し、学んだことや感じたことを学校や家庭、地域など様々な

場面で伝える役割を担います。


